
                      

様式２ 

随意契約結果表(委託等契約) 

所属名 食糧水産課 

契約締結年月日 令和８年１０月１６日 

契約者名 東芝エレベータ株式会社 西東京支店 

契約名 山梨県立富士湧水の里水族館エレベーター更新工事 

契約金額 

（税込み） 

４６，９７０，０００円 

随意契約理由 本工事は、山梨県立富士湧水の里水族館の来館者が利用するエ

レベーター１機の更新工事を行うものである。 

当該エレベーターは施設開館当初の設置から 25 年以上が経過

し、多数の部品が耐用年数を超過しているほか、大部分の部品に

交換履歴がない状況である。設備の長寿命化点検においても今後

機能維持に支障を来す可能性が高いとの指摘を受けており、交換

部品の供給についても不十分となりつつあることから、安全性及

び信頼性の確保のため更新を実施する。 

本工事においては、品質上更新の必要がない既設乗場三方枠及

び敷居を流用する「準撤去リニューアル工法」を採用し、撤去範

囲を最小限に抑えることで、工期の短縮及び施工時の騒音・振動

の低減を図り、工事期間中に営業を継続する当該施設利用者の安

全確保及び施設運営への影響を最小限に抑える。 

既設三方枠及び敷居を流用するためには、既設設備との適合性

を確保した専用設計が必要であり、当該設備の設計情報及び製作

仕様を有する製造者である東芝エレベータ（株）以外では対応が

困難である。同社以外の施工では既設設備との適合性の確保は難

しく、三方枠及び敷居を含む全撤去リニューアル工事となる可能

性が高く、工期の長期化、騒音及び振動の増大、設備利用制限期

間の延長など、施設運営への影響が大きくなる。 

以上のことから、本工事は東芝エレベータ（株）による施工が

施設運営上最も有利であり、競争入札には適さないものである。

よって、地方自治法施行令第 167条の 2第 1項第 2号の規定によ

り、東芝エレベータ（株）と随意契約を締結することとし、山梨

県財務規則第 137条第 3項の規定により見積合わせを省略する。 

随意契約の適用条項 地方自治法施行令第１６７条の２第１項第２号 

 


